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「もったいないゼロ応援店」制度の導入について 

 

１ 要  旨 

  本来食べられるにも関わらず廃棄されている食品（以下「食品ロス」

という。）の削減に取り組む事業者をもったいないゼロ応援店（以下「応

援店」という。）として登録し、その取組みを広く周知することにより、

消費者及び事業者の意識の啓発を図る。また、事業者における食品ロス

削減及び経営改善にも繋がる取組みを促進し、一般廃棄物の減量に資す

ることを目的とした新たな制度を導入する。 

 

２ 概  要 

 (１)制度のポイント 

  ◆お茶の水女子大学 SDGｓ推進研究所との協働考案事業 

  ◆食べきりに留まらない、他区にはない北区独自の登録要件を設定 

  ◆制度周知及び食品ロス削減の普及啓発を目的とした講演会を実施 

  ◆個別相談会を通した応援店へのフォローアップを実施 

  ◆消費者への周知啓発を図るための応援店ステッカー、啓発ノベルテ

ィ等の作成 

 (２)登録対象者 

   北区内における飲食店、食事を提供する宿泊施設又は食料品小売店を

営む事業 者で 登録 要件に定 めた 取組 みのうち 、い ずれ か１つ以 上に 取

り組んでいる事業者 

 (３)登録要件 

   別紙のとおり 

 (４)登録方法 

   応援店への登録を希望する事業者からの申請に基づき、区が審査のう

え登録する。 

 

 

 

 





登録の流れ
審査 登録

啓発用ノベルティ
を配布

申請

電子申請
フォーム
から申請

北区ホームページ等
で店舗の取組

を紹介

個別相談会を実施区が申請内容の
確認

登録店には
○承認通知書
○ステッカー
を配布

※北区が実施するアンケート調査等に
ご協力をお願いします


